
１０ 
 

 

 

令
和
六
年
一
月
二
十
六
日
提
出 

質

問

第

一

〇

号 

       
 
 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
係
る
政
府
の
基
本
的
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

原

口

一

博 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
係
る
政
府
の
基
本
的
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
五
年
十
一
月
九
日
に
提
出
し
た
第
二
百
十
二
回
国
会
の
質
問
主
意
書
第
二
一
号
に
お
い
て
、
農
地
及
び
農
業
者
関
係
並

び
に
基
本
計
画
及
び
食
料
自
給
率
目
標
関
係
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
等
を
踏
ま
え
、
以
下
、

質
問
す
る
。 

一 

農
地
及
び
農
業
者
関
係 

 

１ 

我
が
国
の
農
地
面
積
が
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
三
十
六
年
か
ら
三
割
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
政
府
は
、
荒
廃
農

地
が
発
生
す
る
主
な
要
因
と
し
て
、
「
高
齢
化
、
病
気
」
や
「
労
働
力
不
足
」
に
よ
り
適
切
な
農
業
生
産
活
動
を
行
う
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
農
業
用
途
等
へ
の
転
用
が
発
生
す
る
原
因

と
し
て
、
例
え
ば
、
民
間
企
業
が
住
宅
や
工
場
を
建
設
す
る
場
合
に
土
地
の
価
格
等
の
観
点
か
ら
農
地
が
選
好
さ
れ
や
す

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
等
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
農
地
の
維
持
・
確
保
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

現
行
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
の
参
考
資
料
「
農
地
の
見
通
し
と
確
保
」

に
お
い
て
、
令
和
十
二
年
時
点
で
確
保
さ
れ
る
農
地
を
四
百
十
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
い
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い



 

２ 

 

て
、
政
府
は
、
農
地
面
積
が
減
少
す
る
と
推
計
し
て
い
る
一
方
、
耕
地
利
用
率
が
平
成
三
十
年
の
九
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
令
和
十
二
年
に
百
四
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
、
約
十
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
基
本
計
画

に
お
い
て
令
和
十
二
年
度
の
食
料
自
給
率
の
目
標
と
し
て
定
め
て
い
る
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
り
、
妥
当
な
農
地
面
積
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
耕
地
利
用
率
に
つ
い
て
毎
年
平
均
で
約
一
ポ
イ
ン
ト
の

上
昇
が
見
込
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
四
年
の
耕
地
利
用
率
は
、
平
成
三
十
年
よ
り
上
昇
す
る
ど
こ
ろ
か
、

逆
に
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
耕
地
利
用
率
が
見
込
み
通
り
に
上
昇
し
て
い
な
い
実
態
を
踏
ま
え

る
と
、
基
本
計
画
に
お
け
る
食
料
自
給
率
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
農
地
面
積
の
方
を
四
百
十
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ

り
も
多
く
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

令
和
三
年
度
に
実
施
さ
れ
た
相
続
未
登
記
農
地
等
実
態
調
査
（
以
下
「
相
続
未
登
記
実
態
調
査
」
と
い
う
。
）
の
結
果

に
お
い
て
所
有
者
不
明
農
地
等
（
相
続
未
登
記
農
地
及
び
相
続
未
登
記
の
お
そ
れ
の
あ
る
農
地
）
は
百
二
万
九
千
百
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
農
地
面
積
の
約
二
割
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
相
続
人
等
に
よ
り
利
用
又
は

管
理
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
遊
休
農
地
は
そ
の
う
ち
の
五
万
七
千
六
百
二
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
と
説
明
し

て
い
る
。
し
か
し
、
相
続
未
登
記
実
態
調
査
は
、
近
年
、
農
地
に
つ
い
て
相
続
が
発
生
し
て
も
登
記
名
義
人
が
変
更
さ
れ



 

３ 

 

ず
、
権
利
関
係
が
不
明
確
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
上
で
阻
害
要
因
と
な

っ
て
い
る
と
の
指
摘
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
遊
休
農
地
が
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

弱
に
留
ま
る
と
し
て
も
、
相
続
未
登
記
農
地
等
の
解
消
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
当
該
調
査
で
相
続
未
登
記
農
地
等
と
さ

れ
た
農
地
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
適
正
に
相
続
登
記
が
な
さ
れ
た
農
地
面
積
の
実
績
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
政
府
は
、
平
成
三
十
年
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
改
正
以
降
、
所
有
者
不
明
農
地
の
農
地
中
間
管
理

機
構
へ
の
貸
付
実
績
が
令
和
四
年
度
末
ま
で
に
百
六
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
続
未
登
記
農
地
等

の
有
効
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
面
積
は
相
続
未
登
記
実
態
調
査
で
の
所
有
者
不
明

農
地
等
の
面
積
と
比
べ
て
極
め
て
微
小
で
あ
る
。
全
農
地
面
積
の
約
二
割
が
所
有
者
不
明
農
地
等
と
い
う
深
刻
な
状
況
を

改
善
す
る
た
め
に
は
、
抜
本
的
な
対
策
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

こ
れ
ま
で
の
農
政
が
規
模
拡
大
推
進
一
辺
倒
で
あ
る
と
の
指
摘
に
関
連
し
、
政
府
は
、
経
営
規
模
の
大
小
や
家
族
経

営
・
法
人
経
営
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
意
欲
的
に
農
業
経
営
に
取
り
組
も
う
と
す
る
農
業
の
担
い
手
を
幅
広
く
育
成
・
確

保
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
多
く
の
品
目
で
、
農
業
の
担

い
手
が
農
業
生
産
の
相
当
部
分
を
担
う
農
業
構
造
を
実
現
し
て
き
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政
府
は
、
令
和



 

４ 

 

五
年
度
ま
で
に
全
農
地
の
八
割
を
担
い
手
に
集
積
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
四
年
度
の
農
地
集
積

率
の
実
績
は
六
割
に
も
届
い
て
お
ら
ず
、
目
標
の
達
成
は
絶
望
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で

の
農
地
及
び
農
業
者
に
係
る
施
策
の
問
題
点
を
真
摯
に
分
析
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
改
め
て
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

 

５ 

多
様
な
農
業
人
材
に
係
る
基
本
法
の
規
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
検
討
を
進
め
て
い
る
現
時
点
で
答
え
る
段

階
に
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
食
料
安
定
供
給
・
農
林
水
産
業

基
盤
強
化
本
部
に
お
い
て
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
中
で

「
生
産
基
盤
の
確
保
に
向
け
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
そ
れ
以
外
の
多
様
な
農
業
人
材
の
役
割
の
明
確
化
」
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
家
族
経
営
、
中
小
規
模
の
経
営
体
、
農
業
を
副
業
的
に
営
む
経
営
体
の
位
置
付
け
と
農
地
の
集
積
・
集
約
化

の
関
係
の
整
理
に
つ
い
て
、
答
申
以
降
の
検
討
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
基
本
法
に
お
い
て
関
係
す
る
条
文
を
ど
の

よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、
改
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

基
本
計
画
及
び
食
料
自
給
率
目
標
関
係 

 

１ 

食
生
活
の
多
様
化
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
「
ど
の
よ
う
な
食
生
活
を
営
む
か
は
、
消
費
者
の
自
由
な
選



 

５ 

 

択
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。
食
料
自
給
率
の
向

上
及
び
国
内
農
業
の
存
続
の
た
め
に
は
、
米
な
ど
の
安
全
な
国
産
農
産
物
の
消
費
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
政
府
が
推
奨

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

食
料
自
給
率
の
向
上
及
び
国
産
農
産
物
の
消
費
の
拡
大
の
た
め
に
は
消
費
者
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
が
、
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
、
食
料
の
価
格
形
成

に
当
た
っ
て
は
、
農
業
者
、
食
品
事
業
者
、
消
費
者
と
い
っ
た
関
係
者
の
相
互
理
解
と
連
携
の
下
に
、
農
業
生
産
等
に
係

る
合
理
的
な
費
用
や
環
境
負
荷
低
減
の
コ
ス
ト
な
ど
、
「
食
料
の
持
続
的
な
供
給
に
要
す
る
合
理
的
な
費
用
」
が
考
慮
さ

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
化
す
る
」
と
あ
り
、
食
品
の
価
格
形
成
の
観
点
か
ら
消
費
者
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
。
食
料
の
持
続
的
な
供
給
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
最
も
困
る
の
は
消
費
者
で
あ
り
、
食
料
の
持
続
的

な
供
給
に
要
す
る
合
理
的
な
費
用
を
考
慮
し
た
食
料
の
価
格
形
成
は
、
農
業
者
の
み
な
ら
ず
消
費
者
の
利
益
に
か
な
う
も

の
で
あ
る
。
他
方
で
、
令
和
三
年
以
降
、
食
品
の
相
次
ぐ
値
上
げ
に
よ
り
、
家
計
の
圧
迫
に
苦
し
む
経
済
的
弱
者
も
存
在

す
る
。
様
々
な
経
済
状
況
の
国
民
が
存
在
す
る
中
で
、
食
料
消
費
に
係
る
施
策
の
政
府
の
基
本
的
認
識
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
基
本
法
に
お
い
て
消
費
者
に
関
係
す
る
条
文
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、
明
ら



 

６ 

 

か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 
食
料
自
給
率
目
標
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
の
要
因
と
し
て
、
政
府
は
、
「
例
え
ば
、
自
給
率
の
高
い
米
穀
の
国
内
に
お

け
る
需
要
が
年
々
減
少
す
る
中
で
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
飼
料
の
利
用
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
畜
産
物
の
消

費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
」
と
説
明
し
て
い
る
。
食
料
自
給
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
米
の
需
要
拡
大
、
国
内
需

要
の
あ
る
農
産
物
の
生
産
の
増
大
、
飼
料
自
給
率
の
向
上
に
向
け
た
施
策
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。
平
成
十
二
年
策
定
の

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
米
に
つ
い
て
「
需
要
動
向
に
即
し
た
計
画
的
な
生
産
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
米
と
麦
、

大
豆
、
飼
料
作
物
等
を
組
み
合
わ
せ
た
収
益
性
の
高
い
安
定
し
た
水
田
農
業
経
営
の
展
開
、
生
産
規
模
拡
大
等
に
よ
る
低

コ
ス
ト
化
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
・
流
通
体
制
の
確
立
等
の
取
組
を
一
層
進
め
る
こ
と
が
課
題
」
、
飼
料
作

物
に
つ
い
て
は
「
転
作
田
等
に
お
け
る
飼
料
作
物
の
作
付
け
の
拡
大
、
低
・
未
利
用
地
の
活
用
、
生
産
技
術
の
向
上
や
優

良
品
種
の
導
入
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
（
生
産
コ
ス
ト
の
三
割
程
度
の
低
減
）
及
び
品
質
の
向
上
、
飼
料
生
産
受
託
組

織
の
活
用
に
よ
る
生
産
の
組
織
化
・
外
部
化
（
飼
料
生
産
受
託
組
織
に
よ
る
受
託
面
積
の
三
倍
程
度
の
拡
大
）
、
我
が
国

の
土
地
条
件
及
び
自
然
条
件
に
適
応
し
た
日
本
型
放
牧
の
普
及
等
の
取
組
を
通
じ
、
自
給
飼
料
生
産
の
大
幅
な
増
大
を
図

る
こ
と
が
課
題
」
と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
課
題
は
、
現
状
の
課
題
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
米
及
び
飼
料
作
物
に
係



 

７ 

 

る
課
題
が
二
十
年
以
上
解
決
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
要
因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 
二
十
年
以
上
前
か
ら
示
さ
れ
て
い
た
課
題
が
解
決
さ
れ
ず
、
食
料
自
給
率
が
向
上
し
な
か
っ
た
の
は
、
累
次
の
基
本
計

画
に
お
け
る
課
題
の
設
定
及
び
施
策
が
間
違
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
食
料
自
給
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
基
本
計
画
に
お

け
る
適
切
な
目
標
と
課
題
の
設
定
の
み
な
ら
ず
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
に
お
い
て
農
業
者
、
食
品
事
業
者
、
消
費
者

等
の
相
互
理
解
及
び
連
携
・
協
力
に
国
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
の
枠
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
基
本
法
に

お
い
て
関
係
す
る
条
文
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


